
【別紙１：公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律施行規則第２８条第１項第２号に掲げる書類】

１．法人の基本情報について

２．事業活動等について

（１）収支相償

（２）公益目的事業比率

（３）寄附を受けた財産の額

（４）金融資産の運用収入の額

（５）資産、負債及び正味財産の額

539,393,094 円

 正味財産額 911,724,852 円

円

円

 収益等実施費用額 241,770,969 円

 寄附を受けた財産の額 円

③  管理運営費用額 24,464,348

 うち個人から

 うち法人から

①  公益実施費用額 2,391,548,064 円

円

②

 資産額 1,451,117,946 円
 負債額

 金融資産の運用収入の額 12,574,742 円

 収益事業等から生じた利益の繰入
 割合

■５０％　　　　　□５０％超

 第２段階の合計
収入の額 費用の額

2,402,278,614 2,391,548,064 円円

 公益目的事業比率
 （①の欄の額÷①欄～③欄の合計額）

90.0% ％

 収入＞費用の場合の対応
剰余金の扱いについては、32年度から35年度の「３Ｒ・地球温暖
化対策推進事業（公５）」の財源確保を目的として、特定費用準
備資金（事業運営積立資産）へ全額積立を行います。

 公益財団法人横浜市資源循環公社

 法人の目的

公益財団法人横浜市資源循環公社

A006227法人コード

法人名

平成28年4月1日

平成29年3月31日

自

至

事業
年度

運営組織及び事業活動の状況の概要等について

 法人の名称

 社員の数（公益社団法人のみ）

 主たる事務所の所在場所

 平成24年4月1日

 廃棄物の発生抑制、再使用、再生利用及び適正処理並びに地球
 温暖化対策に関する諸事業を行うことにより、市民の生活環境
 の保全及び公衆衛生の向上を図るとともに、環境負荷の少ない
 持続可能な循環型社会及び低炭素社会の形成に寄与することを
 目的とする。

 横浜市中区桜木町一丁目1番地の56

 社員の資格の得喪の条件
（公益社団法人のみ）

 設立登記日

人



（６）遊休財産額

（７）当事業年度の末日における公益目的取得財産残額

（８）理事、監事及び評議員の報酬等の額

（９）事業の運営に関する行政庁からの勧告又は命令の有無

 当事業年度の勧告又は命令の有無 ■無　　　□有

 理事等の報酬等の総額 8,119,920 円

 （うち、退職手当の額） 円

②
 公益目的保有財産の帳簿価額
 の合計額

15,692,303 円

 遊休財産額の保有上限額 2,391,548,064 円

 遊休財産額 167,029,044 円

 公益目的取得財産残額
 （①欄＋②欄の合計額）

24,269,709

①  公益目的増減差額 8,577,406 円

円


